第四章 疏勒河南岸の漢代遺跡 by 藤田 高夫 & Fujita Takao
第四章 疏勒河南岸の漢代遺跡
著者 藤田 高夫
雑誌名 シルクロード学研究紀要
巻 22
ページ 51-60
発行年 2005-03-01
URL http://hdl.handle.net/10112/4907
第 4章 疏勅河南岸の漢代遺跡
藤田高夫
はじめに
青海省祁遠山脈中に源流を発する疏勤河は、青海省北沿を西北流して甘粛省に入ると北に向きを変える。
さらに現在の玉門鎮の西北で流れを西に変え、ほほ北緯40020'の線に沿って西流し、安西市北方を通過
した後、敦健市の北50kmの地点で、北流してきた党河と合流する o 疏勤河はさらに西流して、東経92。、
現在の新垣ウイグル自治区に入ったあたりを西限とする広大な終末沼沢を形成して終わる。
疏勅河の水量は、時代によって大きな違いがあるが、現在は敦健市北方でほぼ枯れ上がっており、かつて
大きな湖を形成していたであろう終末部の河床は、点在する白い岩塩の沈殿とかすかに生育する賂舵草など
の干地植物をのぞけば、不毛の地である。(1)
甘粛省西部の漢代長城とその付属施設は、この疏勤河の南岸に沿うように遺されている。このうち、東経
93。以西の遺跡に外国人の調査が入るのは、 l世紀前のオーレル・スタイン (AurelSteint 1862 -1943) 
以来のことではないかと恩われる。以下、疏勅河南岸のi莫代遺祉の現状を記す。
( 1 ) T14遺跡
【北緯40021' 29"、東経93051' 50"】
現在の敦士皇市から西北西に直線距離で約90kmの地点に、小方盤城と通称、され、漢代玉門関遣社とされて
いるT14遺跡がある(図56)。教埠市から疏勤河にかけての地形は、南東から北西にきわめて緩やかに傾斜
し、 2-3段の段丘を形成して疏勤河に落ち込んでいる oT14遺跡は、この段丘の上部にあり、したがって
疏勅河本流の河岸までにはかなりの距離があり、疏勤河の南岸を走る長城からは約 3km南方に位置する o
遺跡は東西15.7m、南北15.3m、高さ9.7mの正方形の障壁で、壁の厚さは基部で5.1mある{九疏勤河南
岸に限らず、この地域の漢代遺祉の中ではきわめて堅牢な造りとなっており、 T14遺跡が当時いかなる機能
を果たしていたのかを考える上で、この壁の厚さは重要な要素となろう。壁の上部には高さ90cmほどのヒ
メ垣があり、人が上ることができたはずであるが、そのための階段なとeの痕跡は残っていないo そもそも、
障壁の内部には遺物が一切遣されておらず、この遺跡に官人が常駐する何らかの官署が置かれていたのか、
あるいは倉庫のような用途にのみ用いられていたのかは不明である(図57・58・59)0
北壁と西壁には、それぞれ幅2.5m、2.1mの出入口が開けられている o 西門は比較的よく残っているが、
北門は崩壊が激しい。この 2つの門は、遺跡建築時に当時に作られたものと考えられているが、北門は後代
に別にあけられたものという可能性も否定できない。
1997年に別途行った調査の時点では、遺跡内部に容易に立ち入ることができたが、現在では遺跡は鉄柵
で固まれ、立ち入りを規制している。これは、 T14遺跡を訪れる観光客の増加によるものと考えられる。敦
健市から遺跡までは、大型パスが通行できるほどの舗装道路が完成しており、市内から 1時間半ほどで到達
することが可能となっている。多くの観光客が遺跡周辺を通行するため、表土が削られ、漢代の文化層の一
部が地表に露出しつつある。今回のT14遺跡の調査で最も重要な成果の lつは、遺跡の西側に偶然露出した
この文化層に建築物の痕跡を確認したことである。
東西の中央通路を挟んで南北にそれぞれ幅約 2m、奥行き 3mほどの房屋が4室ずつ並んでいることが確
認され、さらに中央通路の延長上にT14遺跡の西門が位置するo すなわち、孤立した遺跡と考えられ、それ
ゆえここを玉門関に比定することをためらわせてきたT14遺跡は、周辺に付属施設を持つ大規模な遺跡であ
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る可能性が高くなったのである o 別の調査によれば、 T14遺跡の東115mの地点には南北に残長75mの鳴壁
の存在も報告されているI九
また、この遺跡の西100mほどの地点から東南に向かつて長城が伸びている痕跡が確認できる o 遺跡近辺
では、遠望することによってようやくそれが長城であることが認識できる程度のかすかな痕跡に過ぎない
が、遺跡より数km南下すると、この地域に共通する葦を挟んだ版築構造の長城壁がきれいに残っている。
さらにこの長城ラインのはるか延長上にいわゆる陽関遺跡が位置する。東西と南北の 2つの長城の交差する
地点に存在する大規模遺跡という配置上の特徴は、 T14遺跡、と玉門関の結びつきを考える上で重要な論点に
なろう。またT14遺跡、から1998年に「玉門都尉府以亭行Jと書かれた検(宛名書き)が発見されておりへ
この地に玉門都尉府が置かれていたことはほぼ間違いない。玉門都尉府と玉門関との関連は別途考察すべき
問題ではあるが、 T14遺跡が玉門関と深く関係する遺跡である蓋然性は極めて高くなったといってよい九
いずれにせよ、敦燈西北の漢代遺跡が、観光資源として活用されつつある現状を考えると、 T14遺跡とそ
の周辺の全面的発掘調査の必要性が高まっていることは間違いない。
( 2 )丁目遺跡
【北緯400 21' 11"、東経930 48' 33" ] 
T14遺跡の西方約 4kmの地点に位置する(図60)0遺跡が鉄柵で因われ、近接できないようになっている
のは、 T14遺跡から近いために、人の立ち入りが多いからであろう o 物見台・蜂火台に相当する亭は比較的
よく残っていて、南北7.1m、東西7.25m、高さ7.5mo 亭に上る階段も確認できるが、これに隣接する房屋
の構造をは遺跡の現状から見て取ることは難しい(図61)0
蜂援の南に、信号用の積薪が5個残っており、残高は高いもので1.5m程度o 5つの積薪がすべて東側に
向けて傾斜しているのは、人為的なものではなく、 2000年の年月がもたらしたものであろう。すなわち、
敦僅北方の疏動河沿岸では、年間を通じて西風が卓越するということである。それゆえに、東西方向に走る
長城は比較的よく残るが、南北に走る長城は保存が悪いという現状になるのではあるまいか。だとすると、
木簡も含めた廃棄物の廃棄場所は、遺跡の風下にあたる東側にあったはずである o 馬圏湾遺跡 (21号俸縫)
ではゴミ捨て場と見なされるトレンチ (T12)は、遺跡の東に位置している o
T13遺跡から北に約 7m離れて長城が走る(図62)。このあたりの長城は、敦僅北方ではもっとも保存状
況がよく、これも鉄柵で囲まれて保護されている。
( 3 )馬圏湾遺跡
【北緯400 21' 5N 、東経930 44' 30" ] 
馬圏湾遺跡はスタインの調査では発見されず、 1979年の甘商省文物工作隊によって新たに発見された遺
跡である(図63・64)0T14遺跡の西約11kmの地点に位置し、疏勅河の本流まで約8kmの距離がある。
遺跡は疏勤河に向かつてっきだした細長いゴピの台地の突端近くにあり、台地の東西は窪地になっている
(図68)。西の窪地を馬圏湾、東の窪地を塩池湾と呼ぴ、増水期にはこの窪地が沼沢化すると恩われる。台
地の付け根にあたる南側は、いわゆるヤルダン地形で、砂礁の聞に高さ20-50cmの低木がまばらに産生し
ている o 近年、 T13遺跡以西のヤルダン地帯は「ヤルダン地質公園Jとなり、入園料を納めなければ立ち入
ることができなくなっている。そのかわり、 T14遺跡から舗装道路が関かれ、馬圏湾遺跡の南30mまで車で
乗り付けることが可能になった。
馬圏湾遺跡の北側 4mには長城が東西に走り(図65・66)、東西の窪地に向かつて下降している o すなわ
ち、この遺跡を放せている台地は、漢代以降の浸食によってできあがったのではなく、建設時点からすでに
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岬のように疏勅河に向かつてっきだした地形を形成していたということになる o
この遺跡からはそれまで知られていた敦埠出土漢簡の総数を凌ぐ1217件の木簡が出土しており、 l遺跡
から出土した木簡の数としては、敦燈漢簡の中で突出している o それゆえ、この遺跡に何らかの重要な官署
が置かれたことが想定され、その官署を比定する試みがいくつか為されている刷。ただここで注意すべきは、
他の遺跡を圧倒する大量の木簡出土にもかかわらず、馬圏湾遺跡そのものは規模として決して大きくないと
いう点であるo南北7.6m、東西8.35mという遺跡基壇の大きさは、疏勅河南岸の他の蜂健遺跡と何ら異な
るところはない。もちろん、亭と房屋の他に、近接する付属施設の存在を想定することは可能である o しか
し馬圏湾遺跡の存在するゴピ台地上には、そのような付属施設の痕跡は認められなかったし、そもそも大規
模な他の遺跡を載せられるだけのスペースがこの台地にはないのであるoそうすると、 1217件という木簡
の出土数は、それが l蜂憶で想定しうる標準的な出土数であるとみなすか、あるいは何らかの特殊事情がこ
の突出した出土数になって現れたと考えるしかないであろう。
馬圏湾遺跡は台地の西縁にあり、長城が西の窪地に落ち込んだ先にある次の台地には隣接する蜂火台であ
るT11遺跡を望むことができる。 T11遺跡の左後方にT10遺跡、さらに、肉眼ではかろうじて確認できるに
過ぎないがその右にT9遺跡が遠望できる。反対に長城が東の窪地に落ち込んだ延長上には、左にT12a遺跡、
右にT12遺跡とおぼしき蜂火台が隣接する台地上に見えるoすなわち、馬圏湾の蜂火台からは、東西両方向
にそれぞれ2-3程度の他の矯火台を遠望することができるのであり、かつそれらが一直線上に並ばないよ
うに配置されているわけである o こうした配置方法は、ただちに一般化できるものではないだろうし、特定
の蜂火台から隣接する蜂火台がいくつ見えるかは、その立地点の高さに左右されることになろう o しかし、
信号リレーの確実性を高めるためには、視野に入る蜂火台が多ければ多いほどよいし、エチナ川下流の居延
地方では、燐火台が一直線上に乗らないように微妙に位置をずらしてジグザクに配置されていることは想起
されてよいo
( 4) Tll遺跡
【北緯40020' 31"、東経93043' 10" ] 
T11遺跡は馬圏湾遺跡の西南約800mに位置し、馬圏湾と同様にゴピ台地の鞍部にある(図67)。馬圏湾遺
跡からT11遺跡に達するには、中間に存在する低湿地を南から迂回せねばならない。この湿地は春季の増水
期には湖となり、夏秋には干上がって白い塩が浮かび上がるという。
遺跡は南北4.6m、東西5.8m、残高3.2mであるが、さらに周囲には建築物のあった痕跡が認められる
(図69)0遺跡の東西には積薪が12個残っており、西側の 8個は比較的よく残っているoしかしながら、こ
の積薪は一部が長城の上にある o すなわち長城が崩れてから設置されたもので、年代は漢よりもはるかに降
ることは明らかである。
遺跡の北には北東から南西に向けて長城が走っている(図70)0保存状態は馬圏湾遺跡周辺ほど良好では
ないが、一目で長城と判別できる程度には残っている o 長城は東側の低湿地の手前で消滅するが、その延長
線上に馬圏湾遺跡が位置し、馬圏湾遺跡の北を走る長城が低湿地に向けて降り込む部分がよく確認できる
(図71)。また西南には隣接するT10遺跡の特異な形状を望むことができる(図72)0
( 5) Tl0遺跡
【北緯40019' 48"、東経93040' 33" ] 
T10遺跡はT11遺跡の南西約1.5kmの高台に位置する(図73)。蜂燈は傷みが激しく、壁中に埋め込まれた
胡楊が露出し、南側は上半分が崩壊している。基壇部分の大きさは南北9.4m、東西7.8mで、残高は7.5mo
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周辺に房屋などの痕跡は認められない。
長城は遺跡の西側をほぼ南北に走る(図74)。すなわち、この遺跡の東側にあるT11遺跡のあたりで東か
ら来た長城は西南に向きを変え、さらにT10遺跡の手前で緩やかに南に向きを変えるのであるoそしてT10
遺跡を過ぎると、長城の痕跡はヤルダンの中に没し、肉眼で追跡することはきわめて困難になる。遺跡の北
東にはTll(図75)が、西にはT9遺跡(図76)が遠望できるo
( 6) T 9遺跡
【北緯40018' 48"、東経93037' 13" ) 
T9遺跡はTIO遺跡の西方約2kmに位置し、台地上にあって周囲がよく見渡せるo蜂健の基壇部分は東西
6.4m、南1ヒ6.9m、残高8.4mo上部まで比較的よく残っており、高さ8.4m、漢尺にして35尺ほどが、侮火
台の標準的高さだったのかも知れない。ただし、上に上るための階段や、付設されていたであろう房屋など
の痕跡は、現在の遺跡からは確認できない(図77)0
長城は俸憶の北側を東西に走るoT10遺跡から南に向かつて、さらに西南に向かつて伸びてきた長城は、
T9遺跡の東約 lkmのあたりで西に向きを変えるのである。この長城の西方約 1kmにはT8遺跡があり
(図78)、東にはTIO遺跡の独特の形状を確認できる(図79)0
( 7) T 7遺跡
【北緯40017' 46"、東経93032' 09" 1 
T7遺跡はT8遺跡からさらに西方約 1kmの、台地の南縁上に位置するo台地の南側は高さ約30mほどの
急な斜面になっており、北側には平坦なゴピ台地がのびている o
婚火台の基壇部分の東西3.9m、南北5.2m、残高は6.8m(図80)0長城は遺跡の北から南南西に向けて走
っている o
( 8) T 6 d遺跡
T6d遺跡は、現在確認されている疏勤河南岸の漢代蜂建造跡のなかで最西端に位置する遺跡であるoこ
の遺跡は、低湿地の中に島のように浮かぶ小さな台地上に築かれている。蜂火台の主要部分は崩落して、現
在の非常に特徴的な姿になっている(図81)0 T 6 d遺跡の周囲に広がる40平方kmに及ぶ低湿地は、春の増
水期には歩行困難な沼沢と化し、今回も四輪駆動車で接近することは困難であった。
まとめ
実は今回の調査で最も重視した遺跡は、 T6d遺跡の東北に存在するはずのT6b遺跡であった。この遺跡
からは、 900件に及ぶ旧教僅漢簡中、最大数の木簡が出土しており、その具体的な出土地点も含めて、 T6b
遺跡を詳細に調査することが、疏勤河南岸の俸健調査の最大の課題であった。
しかし残念ながら、我々はその目的地たるT6b遺跡を発見することができなかった。その理由は、この
遺跡が疏勅河に突き出したゴピ台地の北縁に位置しているため、四輪駆動車が走行可能な台地の南側から
は、台地の稜線が障碍となって遺跡を視認できなかったからである(図82)。この地域の蜂燈遺跡を確実に
踏査していくには、かつてスタインがそうしたように、ある峰健からそれに隣接する蜂燈を視認した上で、
燐燈ラインをたどるように一つ一つ位置を確認しながら調査を進めていくのが、最も確実な方法であろう o
しかし、それには数週間の時間が要求されようし、蜂健を載せた台地の聞に存在する低湿地は、夏の聞は
通行不能になることが多いから、それを大きく迂回する必要があり、ゴピの尾根を l本間違えると、目的の
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俸縫にたどりつくことはできない。今回の調査では、敦燈市を調査拠点として、夜明けに出発し、日のある
うちに帰着するという形態をとらさるを得なかったが、以上のような条件を考慮すると、現地にペースキャ
ンプを設営して、そこを拠点として基本的には徒歩で目的地を目指すという、 l世紀前の探検と同じ方式を
とることが結局ベストだということになる o
ただ、我々を困難ならしめたこのような婚健配置は、漢代においても何ら変わらなかったはずである。こ
のことは、漢代の蜂燈ラインと、この地域を通っていた東西交通路との関係を考える上で、貴重な示唆を与
えてくれるのではあるまいか。つまり、長城や俸健を行程の指標として活用するならば、東西交通のルート
は焼健ラインに隣接して、少なくともそれが視認できる程度の近接した地点を走っていたに違いないのであ
るo 逆に、基本的には軍事施設である蜂燈ラインから一般の旅行者を遠ざける必要があったならば、ルート
は熔健ラインとは別の道標を持たねばならないだろう o それに最も相応しいのは、疏勅j可のはるか南を東西
に走るアルチン山脈とその支脈ではあるまいか。このように想像すると、漢代の敦燈郡に玉門関と陽関とい
う2つの関所が置かれていたことも、説明可能になるように思われる。
?
(1) スタインは、疏勤河の水量がはるかに豊かだった時代には、この終末湖はさらに西流して、ク
ムターク砂漠を越え、ロプノールにまで達していた可能性を指摘する。しかしながら、漢代におい
てはその可能性はもはや考慮しなくてよかろう o [Stein，Serindia，Vol. 2 ，pp.552・553，1921] 
(2) 以下、遺跡の実測値については、岳邦湖・鍾聖祖『疏勤河流域漢代長城考察報告j、文物出版
社、 2001年による。
(3) 註(2)。
(4 ) 敦埠市博物館編『敦埋文物j、甘粛人民美術出版社、 2002年、 36頁。ただし、出土地について
はなお疑問の残る部分もある。冨谷至 r(紹介)敦燈市博物館編 f敦健文物JJ (r東洋史研究j第
62巻第 l号)参照。
(5) スタインの作成した地図 [Stein，Serindia，Map74，1921]では、長城の西にT14遺跡が位置す
るように描かれているが、誤りである。
(6) 馬圏湾遺跡の発掘および出土簡般については、甘粛省文物考古研究所編『敦埠漢簡j上・下、
中華書局、 1991年を参照。馬圏湾遺跡の性格については、藤田高夫「出土簡願より見たD21遺祉の
性格J(富谷至編『辺境出土木簡の研究J49--88頁、朋友書庖、 2003年)参照。
【付表}スタインの遺跡番号と『疏勤河流域漢代長城考察報告J{註(2)文献)の対照表 {T14以西)
T6d 号蜂健
T6c 2号俸健
T6b 3号埠健
T6a 4号婦縫
T5 5号俸健
6号埠健
T2 a 7号俸燈(疏勅河北岸)
T2 8号俸健(疏勅河北岸)
Tl 9号蜂健(疏勅河北岸)
T4 a 10号崎健
T4 b 11号婦縫
T 4 c 12号悔健
T 3 13号崎健(大坂撤)
T 7 14号悔健
T 8 15号悔堤
T9 a 16号崎健
T9 17号婦盤
18号峰建
TI0 19号蜂健
Tl1 20号埠健(后坑撤)
21号蜂堤(馬圏湾)
T12a 22号崎健
T12 23号婦健
T13 24号悔健
T14 25号障城(小方盤域)
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園田 T14i且跡
図58 T14;虫跡(衛星写真)
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図57 T14追跡 (51.in，5.rindia， Vol. 3 ， P1.40) 
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回目 T14迎跡周辺 (写真右端。左上を東西に走るのが長械。図54も番目のこと。)
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T13遺跡 (5Iein，5erindia， Vol. 3 ， P1.38) 
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罵圏湾i自跡 (東北より)
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図68 馬圏湾周辺 (中央町、木町溜った窪地の酋が、i虫跡のある台地。長峨が見える。)
図的 T1辿跡周辺の堵痕
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" p 
ヰ
よ
58 
図70
‘・、 .' . ι‘ ‘・.・:..." <":'!
，・:.". ."; .~.:..~， 
. ぺ -:" .:;. 
叫'ぶ.'， '~， ~:"-;と山 "'-，. .'''' 
4 ゐ守 "，‘ 
U竺
T11遺跡北町長城
: ~: 
白ν''. 一-d 
.‘τ‘， 
T11遺跡より望むT10遺跡
--< '、 も，ー一
~ ';:; 7ミν. -崎
-~..- ..:巴.，..・，
，.:: ;;.:...;~ ー レ
ー .ー 一 、・..，‘、、
定自 ; ;，~ ・
ふ !t ~，. γ t 、I
出ソー
、 --~.:.. :'-:-: γrよ:.;h~:" :ー ムャー 『」二‘
図73 T10遺跡
図75T10;盟跡より望むTll1盟跡
品>・ニ -
M凪ー ・・. . 
ιp ・・ 、 .-
- - ー・ ー・.一 -.・ 一 一 -チ ー，一一...'，-
-:;:...~ .; • ~ _:r . 
、_.~. • 
“ー
4 . 
--九 山
ふー
T9遺跡
59 
.!¥-
一、-~'-，夫、ごも一一-
図74 丁目遺跡北町長械
• ~一--
‘ ・ー .-. :-ー
回76 T10;自跡より望むT9辿跡
. ......~ 
、ー‘
、d
シルクロード学研究紀要 vol.22 
図78T 9;自跡より望むT9a追跡
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